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1990 年代後半まで約 30 年の間、都心部の人口は減少し続けてきた。しかし、1990 年代末
からこの流れが転換する。1990 年代末以降東京都心部の人口は、増加傾向にあるのだ。本
論文で調査対象地域としている新宿区では、人口減少は 1997 年でストップし、1998 年か



























－ 98 － 
にどのような影響を与えているのだろうか。都心回帰現象の主な要因としては、都心部の
再開発事業などによる都心部の住宅（マンション）建設の大幅な増加が指摘されている（富
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第 6 章「無認可の 24 時間保育園における子育ての実態」では、無認可の 24 時間保育園
「I 保育園」を取り上げた。エイビイシイ保育園のある新宿区内には、他にも 24 時間の保
育園が複数存在するが、それらは全て無認可の保育所のため、行政などの公的機関は必ず
しもその数や内容などの実態を把握していない。本章では、14 年前から新宿の歌舞伎町に
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